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特別寄稿

　最近、テニスイベントなどで各地のテニススクールに
行くと、ちびっ子プレーヤーの数が増えていることに驚
かされます。３歳くらいのまだ小さなお子さんが、自分
の体と同じくらい大きなラケットを持ち上げている姿を
見るとテニスコート全体が温かく和やかな雰囲気に包ま
れます。まだボールを打つことは出来なくても、一生懸
命ラケットの上にボールを置いて走ったり、ラケットで
ボールを転がしてみたりと本当に楽しそうにコート中を
走り回っています。
　思い返すと、私自身も３歳の頃にはコートを遊び場に
して叔母の和子が練習をしているコートを走り回り、
ボール拾いなどで（本当はお邪魔虫だったと思います
が）お手伝いをしているつもりになって大暴れしていま
した。とにかくコートにいることが楽しく、ラケットを
持つことが憧れで、その気持ちを持ったまま大人になり
いつしか選手としてコートに立つことになりました。５
歳の時にはドイツに移り住み、現地のテニススクールに
入りましたが、ここでもコートはやはり遊び場であり
「練習に行く」というより「遊びに行く」というウキウ
キした気分でコートに通っていた覚えがあります。幼少
期の「楽しい！」という思い出が、いかにその後の人生

においてテニスとの繋がりを深いものにするのか、その
影響の大きさは計り知れないものがあると思います。も
ちろん、その中で最大の影響を与えうるのが指導者の皆
様です。子供達の心にテニスというスポーツの楽しさを
根付かせることができれば、自然と未来のテニス人口も
増えるものだと確信しています。
　また、一昨年、NHKで「中高年のための楽しいテニ
ス」という番組を担当させて頂きました。この番組は、
これから時間にゆとりが出来る団塊の世代の方々を対象
にしたテニス入門番組でしたが、これにより全国各地の
テニススクールに「中高年クラス」や「シルバークラ
ス」などが新設されたと聞き、とても嬉しく思っていま
す。ただ、私が育ったドイツではテニスクラブに家族が
一緒に訪れ、各世代が別々に集まってテニスを楽しむの
ではなく、おじいちゃんと孫が一緒になってコートに
立っている姿をよく見かけました。
　ちびっ子プレーヤーや中高年プレーヤーの人口を増や
し、それぞれの世代が一緒になってコートに集まってく
れることこそ、私達、テニス業界に生きる者達の共通の
目標でありこれから未来に向けての使命なのではないで
しょうか。

テニスは全世代一緒に楽しもう！

ゆうゆうテニス大使　丹羽　奈生子
（旧姓：沢松） 　
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　会　　　場：ＭｉａＶｉａ（大阪府吹田市）
　期　　　日：平成19年２月６日(火)
　申 込 者 数：176名
　当日参加者数：172名
　アンケート回収数：128

アンケート結果

報　告

第18回日本テニス産業セミナー

男　性
女　性
不　明
合　計

20代
１３
２
０
１５

30代
２２
４
４
３０

40代

２５
４
４
３３

50代
１７
３
７
２７

　　60以上
１１
０
１
１２

不明
９
２

１１

合計
９７
１５
１６
１２８

クラブ
スクール
レンタル
その他

２８
９８
 ２
１１

経営者・代表者
支配人・マネージャー
コーチ
フロント

その他

４１
３８
２７
 ８

１４

郵送による案内
ＦＡＸによる案内
ホームページ
会社からの案内
その他

６０
５
 ５
４４
１３

内容が気に入った
講師が気に入った
研修ポイントの対象だから
会社の指示
その他

７２
１７
 ５
２４
 ９

◆性別と年代をお答えください。

◆事業所における中心的な営業形態は何ですか。

◆この研修会を何で知りましたか。

◆あなたの役職・業務は何ですか。 

◆この研修会に参加しようと思った理由は何ですか。

 
１． 基調講演
　 「全社員が一丸となるトヨタ流経営
戦略・経営手法とは」

　　　（株）豊田自動織機
取締役副社長　佐藤　則夫　氏

意　見：

・ トヨタ流が良く理解できた。非常に参考になった。…
18名

・ 一流企業でも異業種でも基本的な手法、考え方は同じ
であると感じた。…８名
・もっと詳しくゆっくり聴きたい。…７名
・自社に帰り無駄を見直したい。…５名
・ 自社全体でもう一度考え行動、改善すべきだと感じ
た。…４名
・ 自分の仕事のしかた、役割について再認識、再確認が
必要と感じた。…３名
・ 会社の一貫した経営方針が会社全体に行き渡っている
様子が伝わった。自社に取り入れたい。…３名
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・ 世界のトヨタの方の話が聴けて大変良かった。…３名
・ 自社への取り入れ方が見えてきた。…２名
・ 世界のトヨタも日々の弛まない努力を積み重ね、また
全社で取り組んでいる、もっと良くなるために改善し
続ける理念が根本にあると感じた。…２名
・手法と目的の話は共感できた。
・期待が大きかっただけにやや期待はずれの感も・・・
・ 「組織論」なのか「生産管理論」なのか焦点が少し解
りにくかった。
・カンバン方式に絞った話を聞きたい。
・経営理念について勉強になった。
・ トヨタ生産方式、自働化・ジャストインタイム・無
駄・改善、大変参考になった。
・お客様視点からの考え方が改めて勉強になった。
・トヨタの手法でスーパーを建て直した話に驚いた。
・風土づくりをじっくりと自社で取り組んでみる。
・ 仕事をする上での注意の払い方、目的意識のおくとこ
ろや利益追求の面において隅々まで行き渡った考え方
や、体制に中小企業ではもっと進めていける部分を考
えさせられた。
・無駄の省き方に考えのレベル差を強く感じた。
・事業運営に生かせる本質の部分を得ることができた。
・世界に通用するノウハウの基本を教えてもらった。
・ オートメーション化された現場では機械を重要と考え
がちだが、人のアイデアの蓄積やコミュニケーション
の結果が構築されていることは素晴らしい。
・改めて自分の甘さを感じた。今後に活かしたい。
・ 「PushではなくPullである」「現地現物主義の５項
目」、ＴＰＳの基本が参考になった。
・ 小さな私たちも基本を忘れず、お客様のニーズに応え
ていきたい。
・ 初めて聴くことばかりだったので、理解に時間がかか
りそう。
・今後の人生の参考になる。
・ ＴＱＭの実践について後行程からの視点をお客様の満
足に置き、考え直すポイントが理解できた。

・ 事業所内の仕事の進め方や、人材育成について考え直
すことが出来、モチベーションや生産性の向上をする
ための心構えが良く理解できた。
・ 日本のテニス界にもこういう方がトップにいたら世界
に通用していくかも知れない。
・ 現在当たり前になっていることでも最初のスタートを
創った人はすごい。
・ どんなに素晴らしい話、システムがあっても会社が動
かないときはどうすべきかも学びたい。
・ 上辺の生産性向上ではなく、人間力・考える力の作り
方を学んだ。
・ 全てが貴重で感動した。勤続20年、トヨタグループの
一員であることに今日ほど喜びと誇りを感じた日はな
かった。

２．講　演
　 「人気カルチャースクールが発展す
る秘密とは」
　　　（株）船井総合研究所
　　　　 カルチャースクールビジネスプロジェクトチーム

　犬塚　義人　氏

意　見：

・ 効果ある紹介キャンペーン等自社でも是非活用、実践
したい、参考になった。…15名
・現実的、具体的な話で解りやすかった。…９名
・口コミの重要性を実感した。…３名
・具体的な成功手段が沢山伺えた。…２名
・非常に興味深かった。有意義な時間だった。…２名
・ 紹介の大切さ、コミュニケーションの大切さを改めて
感じた。…２名
・これから必要なことが解りやすい内容だった。…２名
・ お客様満足と、新規集客を両立していく方向性が確認
できた。…２名
・自社はどうかと考えることができた。
・当たり前のことが当たり前にできれば成功するはず。
・一般的な考え方が良くまとめられていた。
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・新しい発見だった。
・スクールモデルをもっと考えてみたい。
・ システム等に囚われず、コミュニケーションや従業員
のもって行き方で大きく差の出る経営となることを勉
強できた。
・集客策の基本が解りやすかった。
・ オープン半年、行き詰まる前に軌道修正できる話が聞
けた。
・ ひとつひとつ変えていく努力をすればカルチャース
クールに続けるかと思う。
・ 細かいところに気を遣い、さりげなく声をかけていく
心遣いが必要だと感じた。
・感動した。
・もう少し具体例が欲しかった。
・ 既存客と新規客の両方を満足させなければ事業成長が
ないと改めて確認した。
・ お客様との信頼関係を有効に利用することに気づかさ
れた。
・ カルチャースクールの発展のために基本的に考えなけ
ればならないことを教えられた。
・現場の大切さを改めて感じた。
・元気があって良かった。
・身近な内容で良かった。
・お客様の心理がよく解った。
・難しいが少しずつ改善していきたい。
・もっと考えて仕事をしていきたい。
・画面がよく見えず理解できないところがあり残念。
・テニスクラブの会員増強にも参考になった。

３－１．分科会
　 「躍進を続けるインドアスクールの
手法とは」

　　　ノアインドアステージ（株）
代表取締役社長　大西　雅之　氏

意　見：

・ 心に響くもの、受けるものがあった。共感、感動し
た。…７名
・ 自己啓発によりスタッフにも影響を与えると感じた。
…６名
・ 20年間の経験談がとてもよく解り参考になった。
　…５名
・ＥＳ（従業員満足）の大切さを知った。…４名
・本音が聞けて良かった。参考になった。…４名
・ 部下を使う立場になって、どう接していけばいいか参
考になった。…３名

・同じ問題を抱えていたため大変参考になった。…３名
・ 以前お会いしたときと感じがかなり変わられました。
変化に驚いた。…２名
・いかに人と人との関係が大事かが解った。…２名
・ 自分の気持ちを相手に素直に伝えることのすばらしさ
を改めて感じた。
・「自分に矢を向ける」本当に大切だと思った。
・ 経営において重要なポイントはどの会社においても人
材育成であることが理解できた。その中でも店舗数を
広げていけたのは、先見の明があった。3年5年後を追
いかける力も必要。
・ 自分の事業に照らし合わせて、疑似体験をさせても
らった。
・良い会社の定義を再確認した。
・ テニススクールにおける従業員満足について、一番の
不安は将来どうなるか。特にアルバイトコーチに頼る
部分が大きいし、福利厚生を重要にすべきではない
か。こういう面で恵まれている従業員はほんの一部で
ある。
・ 今後の方向性として、ＥＳを頭に入れ、スタッフに人
生を楽しんでもらえるよう進めていきたい。
・ ＣＳとＥＳを同時に進めていくことに少し難しさを感
じた。
・ 個々の悩みとその解決手段としての人間力の話は理解
できたが、組織としての自己循環スキルアップの手段
が見えなかった。
・ スタッフに対して中長期のビジョンを描けるようにな
らなくてはいけないと感じた。
・ 変わられたＣＥＯの下なら頑張れば幸せに働けるかな
と思った。
・「人間性」という言葉が心に残った。
・ 役職に就いたからこその感じることや苦悩を知ること
ができた。
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３－２．分科会
　 「引退が相次ぐ女子テニス界、若手
選手の動向は？」

　　　（財）日本テニス協会
フェド杯監督　植田　実　氏

意　見：

・現在の女子テニス界の状況がよく解った。…６名
・スペインの様子がよく解った。…４名
・日頃聴けない話で興味深かった。…２名
・聴きたかった内容とは少し違った。…２名
・ 日本だけでなく、世界のテニスに関係する話が興味深
かった。
・トッププロの考え方を聴けて参考になった。
・苦労やうれしかったことなど、よく解った。
・今後の日本女子に期待したい。
・ 現在だけを見て行動するのではなく、先にも目を向け
たコーチ指導。技術のみ教えるものではない、世界に
向けてまず日本からスタートできる目標やサポートに
ついて参考になった。
・ もっと日本女子テニス界と今後のジュニア育成のこと
を深く聴きたかった。
・とても解りやすく、共に応援したくなった。
・この人なら選手がついてくる。素晴らしい。
・テニスの基本（熱）に関わる話で気合いが入った。
・ 日本女子テニス界の抱える問題点や将来に向けての展
望が聴けて良かった。
・具体的な選手の名前も聞きたかった。
・ 「日本の素晴らしいところを世界に発信していきた
い」という点に非常に共感した。

４． 講　演
　 「サービス産業における新産業創造
戦略」

　　　経済産業省商務情報政策局
サービス産業課長　藤野　真司　氏

意　見：

・ スポーツビジネスの現状と、今後の予想が解った。
　…７名
・日頃見ることができないデータが良かった。…７名
・解りやすかった。…６名
・ 明確な目標が持てた。今後の方向性・可能性が見え
た。…５名
・ スポーツ業界全体の中でのテニスの位置が確認でき
た。…３名
・キーワードをどう展開していこうか考えたい。…３名
・ テニス事業を大きな目で見ることができた。大きな方
向性を見出せた。…２名
・ テニスだけでなく、サービス産業、スポーツ産業全体
の数値は興味深い。
・ 他で示されているテニスの市場サイズに比べて、やや
良好なデータが示され、勇気を得た。
・ この様な調査資料をもっと幅広く回覧、理解できるよ
うに広げて欲しい。
・来年のデータ結果報告が楽しみ。
・ テニスを盛り上げることで日本の産業にも影響を与え
られると思えた。今までとは違うモチベーションが生
まれた。
・全国的な流れがよく解った。
・官と民で真剣に取り組んでいきたい。
・ 国家としての方針が地方都市の実情とどのようにマッ
チさせるのか？地方の衰退が著しいが疑問が残る。
・この資料をスクール運営に活かしたい。
・ 今後テニス界が上がるか下がるかは、戦略によって変
化することが解った。
・今後の取り組みに参考になった。
・ 今後はテニス以外のサービスの動向も気にかけ、対策
を考えなければと思った。
・ スポーツの魅力でスポーツ人口の裾野を拡大するため
の調査に関心を持った。
・質疑応答もでき満足。
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2006日本テニスチーム大会・全国大会
　平成18年度の「日本テニスチーム大会・全国大会」は、２月24日(土)に東京都有明コロシアム等を会場として開催さ
れ、西日本代表として香里グリーンテニスクラブ（大阪府）、東日本代表としてブレントウッドラケットクラブ（埼玉
県）、富士見ガ丘ローンテニスクラブ（東京都）、江戸川台テニスクラブ（千葉県）の４チーム参加で熱戦が繰り広げ
られ大変盛り上がりました。
　結果は以下のとおりでした。

報　告

★優勝チーム：香里グリーンテニスクラブ★ ☆ブレントウッドラケットクラブ☆

☆富士見ガ丘ローンテニスクラブ☆ ☆江戸川台テニスクラブ☆
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　平成９年に完成した、三重県立鈴鹿スポーツガーデン
は、60億円の巨費を投じた素晴らしい施設です。最近は
体育館、天然温泉、宿泊ホテルも建設中で、文字通り県
下のスポーツのメッカとして広く県民に利用されている
公営施設です。
　私共県下でテニススクールを営む同志は、スポーツ
ガーデンの21面のテニスコートの管理運営を自分たちの
手でやりたいと考え、それには同じ事業を営む者の結束
が大切と位置付け、JTIA雑賀会長、加藤事務局長に相
談させていただきながら、「三重県テニス事業協会」を
発足いたしました。
　研修事業も、中嶋康博氏、小浦武志氏をお招きした
り、昨年には大島伸洋氏による「科学トレーニング法」
などの研修会を開催いたしました。
　スポーツガーデンでは、ジュニアスクールの運営委託
を受けておりますが、未だ軌道に乗っているとは言えま
せん。
　今後は、公共を担保としながら、民間が参入できる県
下の施設を模索しながら、会員が協力して管理運営でき
るよう努力したいと考えています。いずれにしても、
一人でも多くの会員が
JTIAの研修会などに
顔を出し、勉強して欲
しいものだと思ってい
ます。

■（有）アレックス
　現在伊勢市を中心に、「FILA & TENNIS ALEX」
というショップと共にテニスアカデミーを開校していま
す。インドア（志摩市）では主に一般を対象として、
ジュニアに関しては選手育成に力を入れてアウトドア
（伊勢市）で行っています。小さな町ですが、近隣に３
つのスクールがあり、大変ですが孤軍奮闘してがんばっ
ています。

■NPO法人エスサプライ
　鈴鹿市、伊勢市でのテニススクールを通じてテニスの
普及に努力しています。また、未来を嘱望されるジュニ
アの中で、家庭の事情等でテニスを続けられない生徒の

応援をテニス用品の提供など側面からサポートする形で
のボランティアとしております。

■ エムエステニスカレッジ
　関西に拠点を置く大手のテニススクールであるが、県
下でも鈴鹿市中心にスクール運営を行っている。特に公
営施設活性化のノウハウを早くから研究し、その先駆者
として頑張っていきたいと思っています。

■名張ロイヤルテニスクラブ
　2006年４月屋内コート（２面）にリニューアルしまし
た。スクールを中心にしたクラブでポリシーは「楽し
く」そしてちょっぴり厳しくです。ジュニアクラスでは
「自分で考える」テニスをテーマにしています。いつも
笑顔のあるテニスクラブであるようにスタッフ一同頑
張っています。

■ニックインドアテニスカレッジ
　当スクールは津市の南に平成８年の夏にオープンしま
した。スクール内容は基礎をしっかり学び、たくさん
ゲーム練習が出来るよう少人数（６～８名）でレッスン
をしています。ジュニア育成にも力を入れており、最近
では全国大会に出場する選手も出てきました。

■三重グリーンテニスクラブ
　当クラブは、会員制及びスクール運営が基本となりま
す。特にジュニアスクールにおいては毎日６面のコート
を使用し、強化と育成に日々精進し、東海大会、全国大
会へスクール生を輩出しております。また会員制におい
ては、シニア会員が大変盛況でにぎわっております。

■ロラン・ギアロ倶楽部
　インドア３面（アウト２面）ではファンテニス、ジュ
ニアハイパーテニスを楽しく、また、ジュニア育成には
時間厳守、挨拶励行など厳しいレッスンを行っておりま
す。創立22年目を迎えるが、現状スクールの充実を図る
ことはもちろん、他方、公共との協働を研究し、ビジネ
スチャンスを広げたいと考えております。

（以上アイウエオ順）

地区協会活動紹介

三重県テニス事業協会
会　長　島村　晃一 
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　平成18年４月より「豊島区立総合体育場・西巣鴨体育
場・荒川野球場」の指定管理者として運営をしておりま
す。
　まずは、我々が指定管理者として指定を受けるべく、
平成17年の５月に前年に豊島区立三芳グランドにて指定
を受けた実績がありました社団法人日本テニス事業協
会にコンソシーアムを正式に依頼いたしました。その際
に雑賀会長、加藤事務局長にご迷惑をお掛けしたにも関
わらず多大なるご協力をいただきましたこと、誌面をか
りてお詫びを申し上げると共に御礼を申し上げます。
今回、約９ヶ月が経過する中、期半ばではありますが、
JTIA Newsを通して皆さまにご報告して参りたいと思い
ます。
　はじめに、施設の概要をご説明いたします。今回の指
定管理者の公募については、豊島区の屋外スポーツ施設
の一括公募（三芳グランドは除く）でしたので、施設は
３箇所ございます。中心となる施設は「豊島区立総合体
育場」になります。豊島区の池袋駅から徒歩15分（最寄
り駅はJR大塚駅から徒歩10分）。サンシャイン60ビル

の横に位置し、首都高速東池袋出入口の横でもあり、ア
クセスについては申し分ない立地条件になります。施設
内概要はテニスコート４面、人工芝の野球場２面、弓射
場、体育室があります。また、「豊島区立西巣鴨体育
場」は、都営三田線の西巣鴨駅から徒歩５分の住宅地に
あり、テニスコートはハードコートが２面、50ｍのアー
チェリー場、ゲートボール場、広場があります。「豊島
区立荒川野球場」は西高島平の荒川河川敷に豊島区が板
橋区から借り受けている野球場が２面あります。これら
３箇所の施設を管理、運営しております。
　指定管理者として応募する際に、屋外施設だけでなく
屋内施設もあることから複合スポーツ施設であるという
点、前年に社団法人日本テニス事業協会が「豊島区立
三芳グランド」をティー・エス・ジャパンと共同企業体
としてコンソシーアムを組んで指定を受けている実績か
ら、日本テニス事業協会を主団体とし、栗山企業株式会
社およびグループ企業の総合スポーツクラブを運営して
います株式会社リバティヒルを構成団体とした「日本テ
ニス事業協会共同企業体」として公募に参加いたしまし
た。公募から一次審査、二次審査まで短い期間の中、雑
賀会長、加藤事務局長の多大なる支援、「豊島区立三芳
グランド」のティー・エス・ジャパンの丸山社長にアド
バイスをいただき、無事に指定管理者として選定を受け
ることが出来ました。
　公募の事業計画の段階から、自主事業のプログラムを
多分に盛り込み事業の多様性を前面に打ち出すとともに
人件費を除く事業運営経費を公表された平成１６年度
決算の約３割減とした事業計画書、収支計画書を提出い
たしました。自主事業の具体的プログラム内容は、テニ

指定管理者制度

「豊島区立総合体育場・西巣鴨体育場・荒川野球場」の指定管理者報告
栗山企業（株）代表取締役　栗山　雅則
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ススクール、フィットネス教室、サッカースクールの開
講、イベントの開催を中心に盛り込みました。９ヶ月を
過ぎた段階においては自主事業については、ほぼ計画通
りに運営することができました。ただし、実際に運営す
る中で我々が想像していなかった状況が多大にあり、そ
の調整や折衝に労力を費やすことが多かったこと、条例
や規制また、過去から続いている慣例、慣習といった公
募の段階では見えなかった現実に戸惑いを感じておりま
す。
　具体的に実施した事業は、テニススクールは今まで、
年１～２回程度行われていたテニス教室を「豊島コミュ
ニティーテニスカレッジ」と称し「キッズ」「ジュニ
ア」「Under-21」「デイ」「ナイト」「Over-55」と幅
広い年齢層と柔軟な時間設定で、５月よりスクール運
営を開始いたしました。当初40名程度の登録でしたが、
現在では、100名を超えるスクール生が参加しておりま
す。また、月例イベントとして「女子ダブルス１day
トーナメント大会」を開催。その他、プライベートレッ
スン、ガット張りサービスを開始いたしました。物販に
ついては、目的外使用に該当するため、オリジナルカタ
ログ（pop）による販売をしております。フィットネス
教室については、卓球場として利用されていた体育室
に、新たにフィットネス教室を開講いたしました。「は
じめてYOGA」「誰でもできるピラティス」「バラン
スアップ＆ピラティス」「シェイプアップウォーキン
グ」「健康リズム体操」「親子のびのびストレッチ」
「親子わくわくフィットネス」「KIDs DANCE」など
のフィットネス教室と「介護予防体操指導者育成講座」
「生活習慣病予防講座」などの講座を行いました。各ク
ラスの平均参加者は10名以上となっておりますが、今ま
で、フィットネス教室がなかったという点において、更
なる認知度を上げていきたいと思っております。来年度
からは、土、日曜日の枠を増やすことができ、新たなプ
ログラムの提供と近年の少子高齢化社会に対応すべく、
所管先のスポーツ振興課の垣根を越えて、学校課や福祉
課などへ我々のノウハウを生かすべく事業を展開してい

きたいと思っております。サッカー教室は、公共施設の
主旨および地域住民の方々のニーズの実践として、野球
場で行うのは野球であるという枠組を超えて、今まで行
われていなかったサッカー教室を開講しました。こちら
は、「クーバー・コーチング・サッカースクール」と提
携し、冬季の期間限定で行いましたが、継続のお声をた
くさん頂き、来年度からは通年で行っていくことが決定
しました。イベント事業は、５月４日（祝）に「テニス
カレッジ、フィットネス教室体験レッスンイベント」、
９月18日（祝）に、「敬老の日無料体験イベント」、10月
９日（祝）には、「体育の日無料体験イベント」を行い
ました。特に体育の日イベントは、プロの田中真梨選手
などによるエキシビジョンマッチ、チャレンジマッチを
開催し、多数の参加者を募ることが出来ました。さら
に、今年度最後のイベントとして、３月31日（土）「さ
くら祭り」という地域還元イベントを、周辺６町会、豊
島区、豊島区体育協会とともに野球場を使い一般開放の
イベントを予定しております。我々は、主催者としての
祭り全体の運営および「クーバー・コーチング・サッ
カースクールイベント」を行う予定です。
　その他の主な運営改善として、ホームページ（www://
toshima.ne.jp/̃sogospfd/）を開設しました。今後は、イ
ンターネット上で予約可能なシステムを導入する予定で
す。また、施設の改善として、４面のクレーであった
テニスコートを本年２月に改修し、砂入り人工芝へリ
ニューアルいたしました。
　運営における課題点は、①屋外施設、②劣化の激しい
建物、③既得権者（団体）による減免問題、④個人公開
時間における指導員の問題といったところが課題項目で
す。
　① 屋外施設であることから、天候に左右され、また、
人員も予算もグランド整備に費やすことが多大にあ
ります。野球場は人工芝ですが、劣化も激しく芝目
がほとんどなく、一部隆起箇所もあり、ケガの発生
などが心配です。また、荒川野球場については、使
用料が無料である反面、整備には一番労力が必要で
あります。


